
 観点別学習状況の評価や評定には
示しきれない児童生徒一人一人の
よい点や可能性，進歩の状況につ
いて評価するものです。

 積極的に評価し、児童生徒に伝え
ることが重要です。

個人内評価

 観点ごとに評価し，
児童生徒の学習状
況を分析的に捉え
るもの

 観点ごとにＡＢＣ
の３段階で評価

評 定

 観点別学習状況の評価の結果を総括します。

 ５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付け
たりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しよ
うとしているかどうかを含めて評価します。

各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するものです。（目標準拠評価）

したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なります。

知識及び技能 思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等
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学習評価の基本構造

＜参考＞「児童生徒の学習評価の在り方（報告）」平成31年1月21日 文部科学省

学習評価について（高等学校国語科）
観点別学習状況の評価の観点の整理
資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評価
の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。

＜現行＞ ＜新＞
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「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順

読む能力

※国語科においては、「内容のまとまりごとの評価規準」を「単元の評価規準」とすることができます。

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

生涯にわたる社会生活に必要
な国語について、その特質を
理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」、「書くこ
と」、「読むこと」の各領域に
おいて、生涯にわたる社会生
活における他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自
分の思いや考えを広げたり
深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者
と関わったり、思いや考え
を深めたりしながら、言葉
のもつ価値への認識を深
めようとしているとともに、
言語感覚を磨き、言葉を効
果的に使おうとしている。

① 学習指導要領に示された教科の目標を踏まえて、「評価の観点及びその趣旨」
が作成されていることを確認する。（「改善等通知」記載）

② ①を踏まえて、科目の目標に対する「評価の観点の趣旨」を各校で作成する。

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

実社会に必要な国語の知識
や技能を身に付けるようにし
ている。

「話すこと・聞くこと」、「書くこ
と」、「読むこと」の各領域に
おいて、論理的に考える力や
深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし、他者と
の関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることが
できるようにしている。

言葉を通じて積極的に他者
や社会に関わったり、思いや
考えを広げたり深めたりしな
がら、言葉がもつ価値への
認識を深めようとしていると
ともに、進んで読書に親しみ、
言葉を効果的に使おうとして
いる。

各教科等の評価の観点及びその趣旨〈国語〉

〔作成例〕 「現代の国語」の評価の観点の趣旨

③「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

④ 【観点ごとのポイント】（裏面参照）を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。



単元名は、どのような資質・能力を育成するために、どのよ
うな言語活動を行うのかが生徒に分かるように工夫します。

＜参考＞『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』国立教育政策研究所
（令和２年８月）指導と評価の計画 例

「単元の評価規準」
について、評価する
場面と評価方法、
「Bと判断する状況
の例」を示します。

これ以降は、上記『参考資料』第3編p.88～92をご
確認ください。
「指導と評価の計画」に沿ってどのように評価した
のか、評価場面・観点別に詳しく記載されています。

「学びに向かう力、人間性等」は、『学習指導要領』当該科目の目標（３）を参考に作成します。

※当該単元で育成
を目指す資質・能力
に該当する〔知識及
び技能〕の指導事項
の文末を「～してい
る」として作成する。
指導事項の一部を
用いて作成すること
もある。 ※冒頭に、指導する一領域を「（領域名）において」と明記し、文

末を「～している」として作成する。指導事項の一部を用いて作
成することもある。

※以下の①から④の
内容を全て含め、単
元の目標や学習内
容等に応じて、その
組合せを工夫する。
①粘り強さ〈積極的
に、進んで、粘り強く
等〉
②自らの学習の調整
〈学習の見通しをもっ
て、学習課題に沿っ
て、今までの学習を
生かして等〉
③他の２観点におい
て重点とする内容
（特に、粘り強さを発
揮してほしい内容）
④当該単元の具体
的な言語活動（自ら
の学習の調整が必
要となる具体的な言
語活動）

※〔観点ごとのポイント〕

いつ、何を評価するのか
を整理します。評価する
場面は精選してください。

≪一部省略≫

「知識・技能」① 「Ｂ」と判断する状況

両作品の共通点や類似点のうち、人物や舞台設定、構成や展開など物語の骨
格に具体的に言及しながら改作だと主張している。 （「Ｃ」⇒断片的記載。具体
性に欠くもの） （「Ａ」⇒「Ｂ」のうち、特に優れたもの）


